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◆
時
を
忘
れ
た
大
規
模
林
道

北
海
道
の
大
規
模
林
道
事
業
が
始
ま

っ
て
四
半
世
紀
が

過
ぎ
た
。
北
海
道
の
背
骨
、
口
高
山
脈
と
大
雪
山

・
北
見

山
地
に
ほ
ぼ
並
行
す
る
形
で
、
現
在
、
三
本
の
大
規
模
林

道
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

北
か
ら

「滝
雄

・
厚
和
線
」
計
画
延
長
六
五

・
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
「置
戸

・
阿
寒
線
」
計
画
延
長
六
三
・
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
「平
取

・
え
り
も
線
」
計
画
延
長
七
二
・
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
計
二
〇
〇
・八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

(二
〇
〇
五
年
三
月
現
在
)

大
規
模
林
道
は
、
林
野
庁
が
全
国
七
ヵ
所
の
大
規
模
林

業
圏
開
発
地
域
で
、

一
九
七
三
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
幹
線
林
道
だ
。
幅
員
七
メ
ー
ト
ル
(
一
部
五
メ
ー
ト
ル
)、

二
車
線
、
完
全
舗
装
の
国
道
サ
イ
ズ
の
林
道
で
あ
る
。
事

業
主
体
は
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構

(前
身
は
森
林
開

発
公
団
)
で
あ
る
。

正
式
名
称
は
大
規
模
林
業
圏
開
発
林
道
だ
が
、
林
野
庁

は
大
規
模
の
イ
メ
ー
ジ
を
嫌

っ
て
、
現
在
、
緑
資
源
幹
線

林
道
と
呼
称
し
て
い
る
。
全
国
的
に
は
三
二
路
線
、
延
長

二

一
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

全
体
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
二
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

完
成
し
て
い
る
。
北
海
道
に
は
、
全
国
総
延
長
の
約

一
割

が
あ
る
。

北
海
道
に
お
け
る
大
規
模
林
道
の
進
捗
率
は
、
滝
雄

・

厚
和
線
八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

(完
成
五
三

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
)
、
置
戸

・
阿
寒
線

一
六
パ
ー
セ
ン
ト

(完
成
九
・
九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)、
平
取
・え
り
も
線
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

(完

成
二
三

・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
。
三
路
線
あ
わ
せ

た
平
均
進
捗
率
は
四
三

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

(完
成
八
六

・

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
。
(二
〇
〇
五
年
度
三
月
現
在
)

年
平
均
ど
れ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
工
事
が
進
ん
で
い
る

の
か
。
最
も
早
く

一
九
七
九
年
に
着
工
し
た
滝
雄

・
厚
和

線

は
、

工
事

期

間

二
六
年

で
年

平

均

二

・

一
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
。

次

い
で

一
九

八

三
年

着

工
し

た
平

取

・
え

り
も
線

は
、

工
事

期

間

二

二
年

で
年

平
均

一

・

一
キ

ロ
メ
ー

ト

ル
。

一

番

遅

く

一
九

九

六

年

に
着

工

し

た
置
戸

・
阿

寒
線

は
、

工

事

期

間

九
年

で
年

平

均

一
・

一
キ

ロ
メ

ー

ト

ル
で
あ

る
。

各

路

線

の
完

成

年

度

は

い

つ
に
な

る

か
。

各

路
線

と
も

地

理

的

条
件

や
予

算

の

つ
け
方

・
工
事

配

分

に
違

い
が

あ

る

の

で
、
過

去

の

ペ

ー

ス
か

ら

一
概

に
推

定

で
き

な

い
。

一
つ
の
目

安

と

し

て
、

滝

雄

・
厚

和

線

の
過

去

一
〇
年

間

(
一
九

九

四
～

二
〇

〇

三
年

)

に

お

け

る
年

平

均

工

事

量

三

・
五

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
を

用

い
て
、

残

り
期

間

を

単
純

計

算

す

る
と

、

滝
雄

・
厚

和

線

は

あ

と
四
年

、

平

取

・
え

り

も
線

は

一
四

年
、

置

戸

・
阿

寒

線

は

一
六
年

と
な

る

。

大
規

模

林

道

の

工
事

は
、

地

形

の
比

較

的
平

坦

な

と

こ

ろ

か
ら
始

ま

っ
て

、
年

々
傾

斜

の
き

つ
い
山
間

部

に
移

っ

て

い
る
。

滝

上

・
白

滝

区

間

で
は
、

現

在

、

オ

シ
ラ

ネ

ッ

プ

川

源
流

の
急

峻

な

渓

谷

に
長

大

な
橋

梁

を

か

け
、

雄
柏

山

稜

線

の
支

尾

根

に
二

七

〇

メ

ー
ト

ル
の
ト

ン
ネ

ル

(事

業

費

五
億

七
〇

〇

〇

万

円

)

を
掘

り
進

め

て

い
る
。

工

事

期

間

は

二
年

だ

。

こ

の
先

さ
ら

に
稜

線

を

貫

く

一
五
〇

〇

メ
ー

ト

ル

の
長

い
ト

ン
ネ

ル
工
事

が

待

っ
て

い
る
。
滝

雄

・
厚
和

線

の
も

う

一
つ
の
工
事

区

間

、

白

滝

・
丸

瀬
布

区

間

で
も

や

は
り

稜

線

を

貫

く

ト

ン
ネ

ル
工

事

が
控

え

て

い
る
。

ど
う

み

て

も
滝

雄

・
厚

和

線

の
完

成

は

四
、

五
年

で
終

わ

り

そ
う

に

も

な

い
。
他

の

二
路

線

も

同
様

で
、
実

際

の
工

事
期

間

は

先

の
計

算

よ

り
大

幅

に
延

び

る

公
算

が
大

き

い
。
全

体

の

完

成

に
半

世
紀

も

か

か

る
よ

う

な
林

道

工
事

に
、

い

っ
た

い
ど

ん
な

役
割

や
意

義

が

あ

る

の

か
、

改

め

て
厳

し

く
問

う

必
要

が

あ

る
。
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◆
負

担
が
増
え

る
地
元
自
治
体

滝
雄
・厚
和
線
の
中
心
地
白
滝
村
は
、
人
口

一
、
二
五
〇

人
の
北
海
道
で
二
番
目
に
小
さ
い
村
だ
。
畑
作
と
酪
農
が

中
心
で
、
林
業
に
従
事
す
る
人
は
わ
ず
か
四
人

(二
〇
〇

二
年
度
末
現
在
)
し
か
い
な
い
。
大
規
模
林
道
が
着
工
し

た
四
半
世
紀
前
、
村
の
人
口
は
こ
の
倍
は
あ

っ
た
が
、
過

疎
化
が
進
ん
で
半
減
し
た
。

小
さ
な
村
だ
が
、
旭
川
と
北
見
を
結
ぶ
幹
線
沿
い
に
位

置
す
る
た
め
、
国
道
三
三
三
号
線
、
J
R
石
北
線
、
高
規

格
道
路
旭
川
紋
別
線
が
通

っ
て
い
る
。
北
見
峠
を
挟
ん
で

西
側
に
は
紋
別
に
つ
な
が
る
国
道
二
七
三
号
線
が
走
る
。

工
事
中
の
滝
上

・
白
滝
区
間
は
、
そ
の
大
半
が
こ
の
国
道

と
並
走
し
、
直
線
距
離
に
し
て
二
～
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し

か
離
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
大
規
模
林
道
の
地
元
移
管
は
、
区
間
の
工
事

が
完
成
し
た
時
点
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
路
面

舗
装
が

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
き
る
と
、
地
元
町
村
に

引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。
出
来
上
が

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
地
元

に
有
効
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由

で
あ
る
。
だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
移
管
さ
れ
て
も
有
効
な

活
用
は
難
し
い
。

例
え
ば
、
滝
上
・白
滝
区
間
を
見
て
み
る
と
、
工
事
は
、

現
在
、
滝
上
側
と
白
滝
側
の
両
方
向
か
ら
進
ん
で
い
る
。

起
点
と
終
点
を
結
ぶ
こ
の
間
に
人
家
は

一
切
な
い
。
畑
作

地
も
出
入
り
口
の
近
く
に
ご
く
わ
ず
か
に
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
道
路
は
袋
小
路
で
、
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら

交
通
路
と
し
て
の
利
用
は
な
い
。
せ
い
ぜ
い

一
部
の
人
の

山
菜
取
り
や
魚
釣
り
に
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
冬
期

間
は
む
ろ
ん
通
行
止
め
で
、半
年
間
以
上
が
眠

っ
て
い
る
。

一
方
、
自
治
体
の
負
担
や
リ
ス
ク
は
増
え
る
。
移
管
さ

れ
る
と
そ
の
区
間
の
維
持
管
理
は
、
地
元
自

治
体
に
移
る

か
ら
で
あ
る
。
完
成
し
て
二
六
年
も
経
つ
と
利
用
が
な
く

て
も
路
面
は
傷
み
、
舗
装
の
張
り
替
え
な
ど
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
広
い
範
囲
で
森
林
を
剥
ぎ
取
り
急
斜
面
を

大
き
く
挟
り
取

っ
た
法
面
は
、
脆

い
地
形
と
あ
い
ま
っ
て

豪
雨
や
雪
崩
に
弱
い
。
融
雪
期
に
な
れ
ば
、
法
面
の
崩
壊

が
毎
年
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
移

管
の
範
囲
が
少
な
い
う
ち
は
負
担
も
少
な
い
が
、
最
終
的

に
は
全
線
が
移
管
に
な
り
、
そ
の
維
持
管
理
費
は
全
額
負

担
と
な
る
。

建
設
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
と
、
大
規
模
林
道
の
方
が

一
般
補
助
林
道
と
し
て
林
道
を

つ
く
る
よ
り
も
、
地
元
自

治
体

に
と
っ
て
受
益
者
負
担
の
関
係
で
負
担
金
が
少
な
く

す
む
こ
と
が
あ
る
。
ま
し
て
生
活
道
路
と
し
て
使
う
こ
と

も
で
き
る
大
型
道
路
で
、
工
事
に
伴

っ
て
地
域
経
済
が
潤

う
か
も
し
れ
な
い
と
な
る
と
つ
い
飛
び

つ
き
た
く
な
る
。

だ
が
、
移
管
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
膨
大
な
維
持
管
理

費
に
対
し
、
林
道
と
し
て
も
地
域
の
生
活
道
路
と
し
て
も

中
途
半
端
で
、
や

っ
か
い
な
荷
物
に
な
る
可
能
性
は
十
分

あ
る
。
国
道
並
み
の
大
型
道
路
だ
け
に
、
そ
の
維
持
管
理

費
は

一
般
林
道
の
比
で
は
な
い
。
そ
れ
で
い
て
道
路
規
格

は
低
く

(大
規
模
林
道
は

一
〇
種
類
く
ら
い
あ
る
大
型
道

路
の
中
で
最
低
の
規
格
)、
災
害
に
弱

い
面
も
あ
る
。

◆

災
害

招
く
大
規
模
林
道

そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
の
が
、

一
昨
年
の
台
風

一

〇
号
で
全
面
崩
壊
し
た
平
取

・
え
り
も
線
の
平
取

・
新
冠

区
間
だ
。
二
〇
〇
三
年
八
月
九
日
夜
か
ら

一
〇
日
に
か
け

て
台
風
に
伴

っ
た
集
中
豪
雨
は
、
口
高
地
方
に

一
時
間
値

七
〇
ミ
リ
を
超
え
る
記
録
的
な
降
雨
を
も
た
ら
し
た
。
こ

の
雨
で
日
高
地
方
北
部
を
流
れ
る
沙
留
川
や
厚
別
川
な
ど

が
氾
濫
し
、
流
域

一
帯
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

中
で
も
厚
別
川
の
氾
濫
は
深
刻
で
、
三
人
の
犠
牲
者
を
出

し
た
ほ
か
、

一
帯
の
交
通
網
を
寸
断
し
、
家
屋

・
水
田

・

畑

・
牧
場
地

・
山
林
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

氾
濫
の
特
徴
は
、
河
川
の
源
流
部
で
山
腹
が
崩
壊
し
、

土
砂
崩
れ
に
伴
う
大
量
の
流
出
木
が
河
川
に
集
中
し
、
河

畔
林
を
な
ぎ
倒
し
て
被
害
を
大
き
く
し
た
。

平
取

・
新
冠
区
間
は
、
こ
の
厚
別
川
の
源
流
部
で
本
流

と
支
流
を
跨
ぐ
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
延
長
六

・
九

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
支
流
里
平
川
の
支
流
ウ
エ
ン
テ
シ
カ
ン

川
沿
い
に
延
び
て
い
る
。

一
九
九
六
年
に
完
成
し
、
こ
の

年
門
別
町
に
移
管
さ
れ
た
。

被
災
直
後
、
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
が
他
団
体

の
協
力
を
得
て
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
含
め
て
二
度
に
わ

た

っ
て
全
区
間
を
踏
査
し
た
。
そ
の
被
害
調
査
に
よ
れ
ば
、

全
長

の
五
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
約
三

・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
流
出
土
砂
や
倒
木
で
埋
没
し
、
道
路
の
崩
壊

も
生
じ
て
い
た
。

北
海
道
林
業
試
験
場
が
二
〇
〇
三
年
に
実
施
し
た
厚
別

川
森
林
被
害
調
査
の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
の
災
害
で
流
出

し
た
流
出
木
の
堆
積
量
は
四
万
六
三
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

で
、
そ
の
発
生
源
は
山
腹
由
来
が
二
万
三
三
七
七
立
方

メ
ー
ト
ル
(五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
)、
河
畔
林
由
来

一
万
六
〇

五
立
方
メ
ー
ト
ル
(二
三
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
古
い
倒
木

一
万

二
二
七
八
立
方
メ
ー
ト
ル

(二
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
あ
る
。

崩
壊
し
て
い
る
山
腹
の
面
積
は
、
四
〇

一
・
八

ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
こ
の
う
ち
三
三
三

・
六
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
新
た
な

崩
壊
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
大
規
模
林
道
は
、
災
害
時
の
代
替
道
路
に
な

る
こ
と
は
喧
伝
さ
れ
て
い
た
が
、
道
路
自
体
が
被
災
し
、

災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
片
言
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
報

道
記
事
に
よ
る
と
、
道
路
を
移
管
さ
れ
て
い
た
門
別
町
長

は
、
被
災
直
後

「委
託
管
理
を
国
に
返
上
し
た
い
」
と
漏

ら
し
て
い
る
。
ま
さ
に
本
音
で
あ
ろ
う
。

守
る
会
の
調
査
で
は
、
山
腹
や
谷
筋
が
崩
壊
し
て
大
規

38



模
林
道
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
林

道
の
法
面
の
単
独
崩
壊
が
数
十
ヵ
所

に
わ
た

っ
て
あ
っ

た
。
大
規
模
林
道
が
、
被
災
し
た
だ
け
で
な
く
、
自
ら
新

た
な
崩
壊
の
誘
因
に
な
り
被
害
を
増
大
さ
せ
た
可
能
性
が

あ
る
。
大
規
模
林
道
の
路
盤
が
欠
損
し
た
り
陥
没
し
た
沢
筋
を

見
る
と
、
横
断
溝
の
排
水
管
は
最
小
径
の
六
〇
セ
ン
チ
程

度
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
目
詰
ま
り
を
起
こ

し
て
路
体
を
崩
壊
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
崩

壊
し
た
路
盤

の
断
面
を
見
る
と
、
そ
の
基
礎
づ
く
り
が
い
か
に
も
脆
弱

に
見
え
た
。
法
面
下
部
の
川
水
が
増
水
す
る
と
法
尻
が
挟

ら
れ
て
、
法
面
自
体
が
容
易
に
崩
落
す
る
構
造
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
崩
れ
や
す
い
盛
土

の
表
面
に
、

た
だ
張
り
芝
を
施
し
た
と
こ
ろ
が
多
々
あ

っ
た
。
中
に
は

道
路
造
成
中
に
伐
採
さ
れ
た
根
株
が
、
そ
の
ま
ま
路
盤
下

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
根
株
が
腐
れ

ば
容
易
に
路
盤
は
陥
没
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
り
本
質
的
な
問
題
は
、
こ
の
地
帯
が
脆

い
地
層
で
で

き
た
地
滑
り
地
帯
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画

一
的
な

道
路
工
事
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
地
滑
り
地
帯

で
あ
る
こ
と
は
、
現
地
に
注
意
標
識
が
立
て
ら
れ
、
傾
斜

の
緩
い
幅
の
狭
い
法
面
に
も
、
崩
落
防
止
の
金
網
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。何
よ
り
も
、

こ
の
集
中
豪
雨
が
来
る
前
に
、
法
面
の
崩
壊
や
路
盤
の
ひ

び
割
れ

・
陥
没
が
あ

っ
て
、
交
通
止
め
に
な

っ
て
お
り
、

修
復
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。

大
規
模
林
道
の
工
事
は
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
林
道
構

造
規
程

(昭
和
六
二
年
四
月
・林
野
庁
長
官
通
達
)
が
あ
っ

て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
開
設

・
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。
全

国

一
律
の
基
準
で
具
体
的
な
工
法
は
現
地
の
実
情
に
合
わ

せ
て
適
し
た
方
法
を
と
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
現
実

は
画

一
的
な
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
平
取

・
新

冠
区
間

の
よ
う
な
地
滑
り
地
帯
に
対
し
て
も
、
十
分
な
施

工
方
法
が
採
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
平

取

・
新
冠
区
間
の
被
害
は
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
あ

っ

た
と
は
い
え
、
自
然
災
害
に
す
べ
て
を
転
嫁
で
き
る
も
の

で
な
く
、
む
し
ろ
北
海
道
の
ど
の
路
線
に
も
起
き
て
不
思

議
で
は
な
い
事
例
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
平
取

・
新
冠
区
間
は
国
の
災
害
復
旧
の
適
用
を

受
け
て
修
復
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
総
事
業
費
は
三
億

三
、
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
二
七
億
円
を
超
え
る
事
業
費
を

か
け
て
造
成
し
、
ま
た
ま
た
数
億
円
の
復
旧
費
を
か
け
て

維
持
す
る
だ
け
の
必
要
性
が
、
こ
の
大
規
模
林
道
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
地
元
自
治
体
は
、
災
害
面
も
含
め
て
移
管

後
の
見
通
し
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
本

質
を
欠

い
た
見
直
し
作
業

士
幌
高
原
道
路
が
契
機
に
な

っ
て
北
海
道
で
誕
生
し
た

「時
の
ア
セ
ス
」は
、
時
間
を
物
差
し
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
手

法
と
し
て
、
"始
ま
っ
た
ら
止
ま
ら
な
い
"
"
ム
ダ
な
公
共

事
業
"
の
見
直
し
と
し
て
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
。
こ

の
世
論
を
背
景
に
政
府
は
、

一
九
九
七
年

一
二
月
公
共
事

業
に
関
係
す
る
六
省
庁
に
対
し
、
公
共
事
業
の
効
率
的
な

執
行
お
よ
び
透
明
性
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
「時
の
ア

セ
ス
」
を
実
施
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
一
九
九
八
年
三
月
、
林
野
庁
は

「大
規

模
林
道
事
業
再
評
価
実
施
要
領
」
を
定
め
た
。
こ
れ
に
基

づ
き
着
手
中
の
大
規
模
林
道
を
再
評
価
す
る
た
め
、
「大
規

模
林
道
事
業
期
中
評
価
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇

〇
年
九
月
か
ら
検
討
が
始
ま

っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
八
月
に
な
る
と
、
自
民
党

・
公
明
党

・
保

守
党
の
三
党
が
、
公
共
事
業
の
抜
本
的
見
直
し
に
関
す
る

三
党
合
意

(政
府
要
望
)
を
発
表
し
た
。
そ
の
方
針
の
骨

格
は
、
①
採
択
後
五
年
以
上
経
過
し
て
、
未
だ
着
工
し
て

い
な

い
事
業

②
完
成
予
定
を
二
〇
年
以
上
経
過
し
て
、

完
成
に
至

っ
て
い
な
い
事
業

③
現
在
、
休
止

(凍
結
)

さ
れ
て
い
る
事
業

④
実
施
計
画
調
査
に
着
手
後

一
〇
年

以
上
経
過
し
て
採
択
さ
れ
て
い
な
い
事
業
は
、
中
止
を
前

提
に
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
で
あ

っ
た
。

二
〇
〇

一
年

一
二
月
、
「特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計

画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
翌
二
〇
〇
二
年
八
月
に
は
、
未

着
工
区
間
の
検
討
を
す
る
た
め

「大
規
模
林
道
事
業
の
整

備
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
検
討
が
始
ま

っ

た
。こ
の
両
委
員
会
は
、
第
三
者
委
員
会
と
し
て
各
六
名
の

学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
委
員
の
選
定
は
す
べ

て
林
野
庁
主
導
の
も
と
に
行
わ
れ
、
推
薦
に
関
し
て
市
民

や
N
G
O
が
関
与
す
る
場
面
は

一
つ
も
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
の
委
員
会
も
、
林
野
庁
事
務
局
の
提
供
す
る
資

料
を
中
心
に
形
式
的
な
現
地
視
察
と
意
見
聴
取
会
を
加
え

て
検
討
を
重
ね
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
再
評
価
は
で
き
て

い
な
い
。
そ
の
大
き
な
要
因
は
、
検
討
会
の
議
事
録
を
見

て
も
分
か
る
よ
う
に
、
大
規
模
林
道
の
継
続
が
暗
黙
の
前

提
に
な
っ
て
い
て
、
大
規
模
林
道
の
も
と
に
な
っ
て
い
た

大
規
模
林
業
圏
開
発
構
想
か
ら
の
見
直
し
や
、
時
の
ア
セ

ス
の
精
神
に
立
脚
し
た
路
線
全
体
の
根
本
的
な
見
直
し
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

も
う

一
つ
は
、
大
規
模
林
道
事
業
が
行
わ
れ
る
地
域

一

帯
の
正
確
な
自
然
環
境
調
査
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で

き
て
い
な
い
た
め
、
不
完
全
な
情
報
で
貴
重
種
を
中
心
に

し
た
対
処
療
法
的
な
対
応
策
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
お
よ
そ
林
道
の
概
念
か
ら
大
き
く
外
れ
た
大
型
道
路

に
よ
っ
て
、
重
要
性
の
増
し
て
い
る
中
山
間
地
域
の
天
然

林
を
大
規
模
に
伐
開
し
、野
生
生
物
の
生
息
地
を
分
断
し
、

水
源
地
域
の
流
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
に
、

生
態
系
に
与
え
る
影
響
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
な
い
。
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さ
ら
に
、
こ
の
大
規
模
林
道
が
幹
線
林
道

と
し
て
機
能

し
、
ひ
い
て
は
林
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
林
業
に
寄
与
す
る
の
か
具
体
性

が
な
い
。
「期

待
さ
れ
る
効
果
」
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
を
生

み
出
す
条
件
や
基
盤
が
実
際
に
地
元
地
域
に
あ
る
の
か
検

証
さ
れ
て
い
な
い
。

地
域
に
お
け
る
林
業
が
衰
退
し
て
い
る
中

で
、
大
規
模

林
道
を
提
供
す
れ
ば
単
純
に
活
性
化
す
る
と
は
考
え
て
い

な
い
だ
ろ
う
が
、
議
論
さ
れ
て
い
る
大
規
模
林
道
の
役
割

が
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で

一
般
的
す
ぎ
る
。

例
え
ば
、
幹
線
林
道
の
効
用
と
し
て
、
幹
線
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
中
小
の
林
道
が
網
の
目
の
よ
う
に
延
び
、
林
道
が

有
機
的
に
結
び

つ
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

滝
上

・
白
滝
区
間
で
言
え
ば
、
既
設
の
林
道
は
地
形
的
制

約
も
あ

っ
て
こ
の
区
間
の
出
入
り
口
近
く
に
し
か
な
い
。

急
峻
な
渓
谷
沿

い
に
橋
梁
を
架
け
ト
ン
ネ
ル
を
掘

っ
て
道

路
を
延
ば
し
て
も
、
切
り
立
つ
よ
う
な
急
斜
面
か
ら
新
た

な
林
道
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
現

地
の
実
態
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
検
討
が
様

々
あ

っ
て
、

は
じ
め
て
建
設
の
是
非
が
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
大
規
模
林
道
の
費
用
対
効
果
に
至

っ
て
は
、
現
在

試
行
的
な
段
階
に
あ
る
こ
と
を
十
分
承
知
し
て
も
、
あ
ま

り
に
も
欠
陥
が
多
す
ぎ
る
。
科
学
的
な
検
討

に
耐
え
得
る

客
観
性
を
持

っ
た
費
用
対
効
果
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
滝
雄

・
厚
和
線
の

一
〇
ヵ
年

(
一
九
九
四
～
二

〇
〇
三
年
)
の
事
業
費
を
見
て
み
る
と
、
国

(補
助
金
)

一
二
七
億
九
三
〇
〇
万
円
、
北
海
道

(負
担
金
)
二
八
億

五
〇
〇
万
円
、
受
益
者

(賦
課
金
)
八
億
二
四
〇
〇
万
円
、

総
計

一
六
四
億
二
〇
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
こ
の

一
〇
年
間

の
工
事
量
は
三
五

・
〇

一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

一
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
単
価
は
四
億
六
九
〇
〇
万
円
で
あ

る
。
こ
の
地
方
、
国
と
も
財
政
が
悪
化
し
て
い
る
と
き
に
、

巨
額
の
税
金
を
食
い
つ
ぶ
す
大
規
模
林
道
は
本
当
に
必
要

な
の
か
、
最
後
は
こ
こ
に
行
き
着
く
。
や
は
り
大
規
模
林

道
は
、

一
度
全
面
的
に
凍
結
し
て
、
根
本
的
な
検
討
を
加

え
る
の
が
良
策
で
あ
る
。

緑資源機構 「北海道の緑資源幹線林道」(2004)パ ンフレットから

4.事 業の効果

資源幹線林道が通過する森林地域は、林野率が極めて高 く、気象条件に恵まれ潜在する林地生産力

れており、森林の高度利用が期待できるにもかかわらず地理的条件が劣悪なため林業その他の産業

展が阻害され過疎地帯が形成されていますが、本林道が開設されると次のようなことが可能にな り

　

緑

優

発

す

ア

が

の

ま

ア.林 産物の搬出はもとより造林の推進をはじめとする地域開発、山村振興等、多面的効果が発揮で

きる。

イ.地 域社会の生活基盤を強化することができる。

ウ.流 通体系の大型化、広域化ができ森林関連産業の立地形成、農業、畜産等の開発 との有機的連携

がはかれる。

エ.国 土保全、水資源のかん養、住民の保健休養等の公益的機能の充実強化がはかれる。

オ.地 域住民の雇用機会の増大、所得水準の向上等の波及効果が期待でき地域経済の振興に寄与する

ことができる。
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滝上 ・白滝区間(白 滝側工区)

、 、 κ,ン'AA、 、

平取 ・新冠区間(被 災現場)

白滝 ・丸瀬布区間(白 滝側先端部)

平取 ・新冠区間(災 害復旧現場)

白滝 ・丸瀬布区間(土 石堆積場)

41


